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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期

第１四半期連結
累計期間

第30期
第１四半期連結
累計期間

第29期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 2,709,101 2,825,832 13,578,544

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
52,653 △138,948 1,000,349

四半期純損失（△）又は当期純利

益（千円）
△61,974 △111,888 537,865

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△57,878 △112,074 542,365

純資産額（千円） 5,124,971 5,534,332 5,725,216

総資産額（千円） 14,663,920 14,078,233 14,728,984

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は当期純利益金額（円）
△15.75 △28.44 136.72

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 34.9 39.3 38.9

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．第29期第１四半期連結累計期間、第30期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載していません。第29

期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため記載していません。

３．売上高には、消費税等は含まれていません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　　

２【経営上の重要な契約等】

　 該当事項はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものです。

（1）業績の状況

　　　　 当第１四半期連結累計期間の当社グループ連結売上高は、2,825,832千円（前年同期比104.3％）となりました。

　　     本年５月に化粧水、クレンジングなど15商品を値下げいたしました。品目別売上高では、値下げの影響により、基礎

化粧品は1,548,914千円（前年同期比87.2％）、メイクアップ化粧品は300,716千円（前年同期比93.4％）、平成23

年６月に買収した株式会社エイチプラスビイ・ライフサイエンスの寄与によりトイレタリーは137,324千円（前

年同期比117.1％）、栄養補助食品・雑貨等は765,955千円（前年同期比178.2％）となりました。

　　　 　販売ルート別では、通販が1,669,396千円（前年同期比85.9％）、百貨店は240,387千円（前年同期比79.8％）、直営

店は163,749千円（前年同期比85.0％）と減少となりました。また、その他卸売は、卸売り中心の株式会社エイチプ

ラスビイ・ライフサイエンスの寄与により719,994千円（前年同期比302.3％）と大幅に増加しました。

　　　　 売上原価は、727,548千円（前年同期比154.5％）、販売費及び一般管理費は、広告宣伝・販売促進費が822,005 千円

（前年同期比106.6％）、その他の販売費及び一般管理費は1,414,459千円（前年同期比99.4％）、合計で

2,236,465千円（前年同期比102.0％）となりました。

　　     これらの結果、営業損失は138,181千円、経常損失は138,948千円となりました。繰延税金資産の積み増しがあり、四

半期純損失は111,888千円となりました。

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　   当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（3）研究開発活動

　　　　 当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、45,905千円です。

　　　　 なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　  （4）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

         当社グループの売上高の約９割は化粧品などの売上です。景気の先行きが不透明であり、化粧品業界全体では、

市場規模の伸び悩み、消費者ニーズの多様化、価格の二極化、新規参入企業の増加などにより、当社を取り巻く経営

環境はますます厳しさを増しています。

　　     このような経営環境のもと、化粧水の５回重ねづけの効果を実感していただくために、平成24年５月に化粧水を中

心に15商品の値下げを実施しました。当社グループの安定的な成長のために、新規顧客の獲得と積極的な拡販を図

り、合わせて顧客の固定化に努めてまいります。また、研究開発に力を入れ多様化した消費者ニーズに対応し顧客満

足度の高い商品・サービスを提供していくため、東京工業大学との提携をさらに深めるとともに、生命科学研究所

の機能、人材の強化を行います。
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 　 （5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　　　　 ①資金の状況

　         当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は3,258,154千円となり、前連結会計年度末に比べ、

352,173千円減少しました。

　　　　 ②財政状態の分析

     当第１四半期連結会計期間末における総資産は14,078,233千円となり、前連結会計年度末と比較して650,750

千円の減少となりました。また、負債合計は8,543,901千円となり、前連結会計年度末と比較して459,866千円の

減少となりました。純資産は5,534,332千円となり、前連結会計年度末と比較して、190,884千円の減少となりま

した。  

　　（6）経営者の問題認識と今後の方針について

   　　　当社グループは、平成23年10月に販売子会社６社を吸収合併、平成24年２月に販売子会社１社の事業を全面的に譲

受け、グループ営業体制を統合、営業戦略や広告販促企画と商品発注及び在庫管理業務を本社に集中したほか、広

島県福山市にコールセンター兼物流センターを設立し、コールセンターは千歳と福山、物流拠点は成田と福山の２

拠点体制を整えました。今後は、２拠点の体制のいっそうの整備、販売及び在庫情報に基づく効率的な生産・物流

体制の確立に向け、合理的な人的、物的資本の運用を図ります。

　　　　 マーケティングにおいては、化粧水５回重ねづけの効果をより多くの方に実感していただけるよう化粧水を中心と

した値下げを実施しました。スキンケア基本３品の正しい使い方の普及に努め、新規顧客の獲得と積極的な拡販を

図り、合わせて顧客の固定化につなげてまいります。インターネットでは、平成24年７月にＷＥＢサイトリニュー

アルを行いました。情報発信とコミュニケーションの強化により20～30歳代を主要なターゲットとした新規顧客

獲得を図り、また購入システムの利便性向上により顧客固定化と拡販に努めます。卸売り事業においては、セルフ

店向けはハーバーブランドの販売促進を重視するほか、男性用化粧品「男の美学」の流通チャネルへの導入を積

極的に進めてまいります。当社グループの商品開発力を戦略的に活用し、当社卸売り部門と連結子会社の信州製薬

株式会社、株式会社エイチプラスビイ・ライフサイエンスとの連携による営業力強化に努め、化粧品や食品の共同

開発商品、ＰＢ商品やＯＥＭ事業の攻勢を強めてまいります。また海外では新市場の開拓を推進してまいります。

　長期的かつ安定的な成長のためには、連結子会社と一体化した人材育成が重要な課題であり、教育研修と人材交

流を含めた的確な人員配置を徹底し、多才な営業力を持つ人材、リーダーシップ豊富な人材の育成強化に力を入れ

ていきます。

　コンプライアンス面では、内部統制をより一層充実させ、社会やステークホルダーの皆様から信頼を得られる企

業を目指します。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,935,000 3,935,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数 100株

計 3,935,000 3,935,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。 

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
－ 3,935,000 － 696,450 － 812,570

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　          当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしていま

す。

　①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,933,500 39,335 －

単元未満株式 普通株式 400 － －

発行済株式総数  3,935,000 － －

総株主の議決権 － 39,335 －

　

　②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱ハーバー研究所
東京都千代田区神田

須田町１丁目24番地
1,100 － 1,100 0.03

計 － 1,100 － 1,100 0.03

　（注）　当第１四半期会計期間末日現在における所有自己株式は1,228株で、発行済株式総数に対する所有株式数の割合

は0.03％です。　

　　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しています。

　

２．監査証明について

　 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,610,327 3,258,154

受取手形及び売掛金 ※
 1,576,303

※
 1,251,014

商品及び製品 1,212,232 1,269,124

仕掛品 48,104 63,382

原材料及び貯蔵品 648,165 647,133

繰延税金資産 310,868 372,841

その他 372,132 424,711

貸倒引当金 △14,607 △10,856

流動資産合計 7,763,526 7,275,507

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,012,727 4,001,420

減価償却累計額 △1,565,182 △1,594,484

建物及び構築物（純額） 2,447,545 2,406,935

機械装置及び運搬具 1,100,179 1,101,395

減価償却累計額 △944,401 △955,960

機械装置及び運搬具（純額） 155,778 145,435

工具、器具及び備品 868,742 869,748

減価償却累計額 △600,632 △618,757

工具、器具及び備品（純額） 268,110 250,991

土地 2,593,697 2,593,697

建設仮勘定 15,525 14,548

その他 9,706 9,706

減価償却累計額 △2,911 △3,397

その他（純額） 6,794 6,309

有形固定資産合計 5,487,451 5,417,918

無形固定資産

のれん 947,680 881,819

その他 131,275 130,150

無形固定資産合計 1,078,955 1,011,970

投資その他の資産

投資有価証券 9,247 8,959

繰延税金資産 135,040 129,407

差入保証金 196,809 172,344

その他 162,476 166,649

貸倒引当金 △104,523 △104,523

投資その他の資産合計 399,050 372,838

固定資産合計 6,965,457 6,802,726

資産合計 14,728,984 14,078,233

EDINET提出書類

株式会社ハーバー研究所(E01063)

四半期報告書

 8/15



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 822,529

※
 596,082

短期借入金 3,020,000 2,750,000

1年内返済予定の長期借入金 859,504 869,304

未払金 849,454 924,458

未払法人税等 38,810 28,245

賞与引当金 57,987 －

ポイント引当金 143,218 170,112

その他 135,539 184,288

流動負債合計 5,927,043 5,522,491

固定負債

長期借入金 2,653,436 2,645,110

退職給付引当金 207,477 220,158

役員退職慰労引当金 1,583 1,583

その他 214,228 154,558

固定負債合計 3,076,725 3,021,410

負債合計 9,003,768 8,543,901

純資産の部

株主資本

資本金 696,450 696,450

資本剰余金 812,570 812,570

利益剰余金 4,217,158 4,026,593

自己株式 △824 △958

株主資本合計 5,725,353 5,534,655

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △137 △322

その他の包括利益累計額合計 △137 △322

純資産合計 5,725,216 5,534,332

負債純資産合計 14,728,984 14,078,233
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 2,709,101 2,825,832

売上原価 470,873 727,548

売上総利益 2,238,228 2,098,284

販売費及び一般管理費 2,193,593 2,236,465

営業利益又は営業損失（△） 44,634 △138,181

営業外収益

受取利息 192 163

受取配当金 160 53

受取賃貸料 7,272 7,227

保険解約返戻金 18,818 －

受取保険金 － 14,292

その他 4,132 2,196

営業外収益合計 30,577 23,934

営業外費用

支払利息 18,888 19,743

その他 3,670 4,958

営業外費用合計 22,558 24,701

経常利益又は経常損失（△） 52,653 △138,948

特別利益

固定資産売却益 199 75

特別利益合計 199 75

特別損失

固定資産除却損 18,583 2,652

投資有価証券売却損 6,054 －

特別損失合計 24,637 2,652

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

28,215 △141,525

法人税、住民税及び事業税 57,073 18,423

法人税等調整額 33,116 △48,059

法人税等合計 90,190 △29,636

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △61,974 △111,888

少数株主利益 － －

四半期純損失（△） △61,974 △111,888
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △61,974 △111,888

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4,095 △185

その他の包括利益合計 4,095 △185

四半期包括利益 △57,878 △112,074

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △58,560 △112,074

少数株主に係る四半期包括利益 681 －
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【会計方針の変更】

　　　（減価償却方法の変更）

　　　　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有

形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しています。

　　　　当該会計方針の変更による、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与え

る影響は軽微です。　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　 （税金費用の計算）　

　     一部の連結子会社においては、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　※　四半期連結会計期間末日満期手形

　　　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしています。なお、当四半期

連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計期間末

日残高に含まれています。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形 3,121千円 1,461千円

支払手形 12,372 30,169

　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとお

りです。　　

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

減価償却費 78,879千円 84,286千円

のれんの償却額 42,551 65,860

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月11日

取締役会
普通株式 78,676千円 20円 平成23年３月31日平成23年６月６日利益剰余金　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月14日

取締役会
普通株式 78,676千円 20円 平成24年３月31日平成24年６月11日利益剰余金　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自

　平成24年４月１日　至平成24年６月30日）　

　当社グループは、化粧品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 15円75銭 28円44銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 61,974 111,888

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 61,974 111,888

普通株式の期中平均株式数（株） 3,933,823 3,933,798

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が

存在しないため記載していません。　

　

２【その他】

　　　　平成24年５月14日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議しました。

　　　　① 配当金の総額……………………………………78,676千円

　　　　② １株当たりの金額………………………………20円00銭

　　　　③ 支払請求の効力発生日及び支払開始日………平成24年６月11日

　　　　（注）　平成24年３月31日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月14日

株式会社ハーバー研究所

取締役会　御中

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加賀美　弘明

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 齋藤　晃一

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ハーバー

研究所の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日か

ら平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。　

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハーバー研究所及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。 

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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